
※主な新規・拡充項目については、主なものであるため、事業費総額と合計が合わないことがあります。

令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

査定内容 査定の詳細

防災行政無線屋外スピーカー
等の整備 327,700 293,517 内容を精査 実施手法の精査

移動系防災行政無線（拠点間
相互通信無線）の更新 189,000 78,475 内容を精査 実施手法の精査

防災テレメータシステムの更新 78,990 54,300 内容を精査 対象、規模等の精査

次期防災情報システムの導入 60,500 0 予算措置なし 事業内容の検討が必要

業務継続計画（風水害編・感染
症対策編）の策定 5,000 5,000 要求通り －

区別防災マップ等の全面更新 35,108 28,765 内容を精査 実施手法の精査

地域防災計画、国土強靭化地
域計画等の改訂 19,308 19,151 積算を精査 単価の精査

危機管理室 防災課 防災・減災対策推進事業 65,015 58,515 3

新規・拡充事業一覧

頁

事業費総額 主な新規・拡充項目

484,507 1危機管理室 危機管理課 危機管理体制整備事業 714,405

主な新規・拡充項目部名称 課名称 事業名称



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　

・スプリアス規格改正に伴う防災行政無線の
更新工事を実施（美原区域）
・新たな浸水想定区域への屋外スピーカー
設置調査及び工事実施設計
・業務継続計画の改訂

　R　～　R

防災行政無線（同報系）の増設、更新

1,656

4,453

2,206

4,534

合計 115,833 714,405

関連事業：

その他　特記事項

・防災行政無線を含む多様な情報伝達手段
の整備、運用
・災害対応訓練の実施

・新たな浸水想定区域への屋外スピー
カーの設置
・多様な情報伝達手段の整備、運用

スケジュール（経過及び今後展開）

20,010

973

6,562

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 危機管理室　危機管理課

714,405

令和2年度予算額

84,187

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

115,833
事業名 危機管理体制整備事業

情報伝達手段の更新、充実

業務継続体制の整備

事業

概要

 自然災害をはじめとするあらゆる危機事象から、市民の生
命、身体及び財産を守るため、庁内の危機管理体制を強化
する。
　また、災害情報を迅速かつ確実に市民に伝達するため、防
災行政無線を含む多様な情報伝達手段を整備、運用する。

〇多様な情報伝達手段の整備、運用
　迅速な災害情報の伝達は、市民が「自らの命は自らが守る」という
意識のもと、自らの判断で適切な避難行動を取るために必要不可
欠である。市民が様々な手段で、災害情報を取得できるよう、防災
行政無線を含む多様な情報伝達手段を整備、運用する。

〇業務継続体制の整備
　大規模災害時に行政機能の低下を最小限にとどめ、必要な災害
対応業務を全庁を挙げて実施できるよう、堺市地域防災計画、堺市
業務継続計画をはじめとした各種計画に基づく訓練を定期的に実
施する。また、過去の災害の教訓や社会情勢の変化に合わせ、各
種計画の見直しを適宜実施する。

・電波法令に基づく技術基準（スプリアス規格）改正に伴う防災行政
無線の更新に係る経費を要求
・新たに公表された想定最大降雨による河川氾濫の浸水想定区域
及び想定し得る最大規模の高潮による浸水想定区域に含まれる地
域への防災行政無線屋外スピーカー設置に向けた調査費用及び
工事設計費用を要求
・風水害や新型感染症を踏まえた業務継続計画の改訂に係る経費
を要求

おおさか防災ネット負担金

その他（通信運搬費など）

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

災害対応訓練の実施

情報伝達手段の運用

災害対策本部体制の整備

47,969

33,579

業務継続計画の改訂

テレメータシステムの改修

防災行政無線（移動系）の更新268,662

321,540

107,764

5,973

4,507
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災害情報伝達手段の整備及び充実
（防災行政無線屋外スピーカー）

新たな浸水想定に対応した防災行政無線の増設調査・工事の実施

令和２年度 令和３年度（予定） 令和４年度以降（予定）

洪水
（大和川・西除川・東除川） スピーカー増設調査 スピーカー増設設計 スピーカー増設工事

高潮

洪水
（石津川）

浸水想定改訂（府） スピーカー増設調査 スピーカー増設設計

【事業内容】
大阪府から公表された想定最大降雨及び想定最大高潮の浸水
想定により新たに浸水想定区域に含まれ、現在屋外スピーカーが
設置されていない地域へ避難情報を確実に伝達するため、屋外ス
ピーカー増設の設計・工事を実施する。
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

その他

危機管理当直、職員宿舎運用

防災会議の運営

27,859

9,605

改訂支援業務委託

宿日直手当、宿舎借上料

委員報酬439

35,108

9,619

19,308

541

事業名 防災・減災対策推進事業

ハザードマップなどの周知啓発

各防災関連計画改訂

事業

概要

本市の防災に関する総合的かつ基本的な計画である「堺市
地域防災計画」をはじめ、関連する計画やマニュアルに基づ
き、防災・減災に対する取組みや啓発を推進することで、災
害から市民の生命、身体および財産を保護する。

〇「区別防災マップ」や「防災ガイドブック」等、防災に関する啓発資
料の改訂

〇新たな浸水想定に対応したハザードマップ・避難計画の策定及び
市民への周知

〇堺市地域防災計画、国土強靭化地域計画、堺市物資供給マニュ
アルの改訂、進捗管理

〇危機管理当直、危機管理担当職員宿舎の運用

・「区別防災マップ」及び「防災ガイドブック」などの啓発資料を改訂し、最新の
ハザード情報や避難の考え方、新型コロナ禍における対策などを掲載するた
めに必要な費用を要求
・堺市国土強靭化地域計画を改訂し、想定災害に大規模な風水害や新型感
染症を追加するために必要な費用を要求

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 危機管理室　防災課

65,015

令和2年度予算額

13,321

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

44,224

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

413

4,906

1,441

合計 44,224 65,015

関連事業：

その他　特記事項

・堺市地域防災計画など各種計画の改定
（随時）
・西除川、東除川及び石津川洪水及び高潮
にかかるハザードマップ、避難計画の改訂
及び策定

・堺市地域防災計画など各種計画の改
訂（随時）
・各種啓発資料の改訂（随時）

スケジュール（経過及び今後展開）

・最新のハザードマップや新型コロナ対策を掲載した
「区別防災マップ」、「防災ガイドブック」の改訂
・堺市国土強靭化地域計画の改訂

　R　～　R

区別防災マップ改訂、全戸配布

3



【事業内容】
大阪府から新たに公表された想定最大降雨及び想定最大高潮の浸水想定や、新
型コロナウイルス感染症対応を含めた避難行動のあり方など最新の情報を反映した
「防災マップ」や「防災ガイドブック」を作成する。
また、様々な人にとってより分かりやすく、訓練や家族の話し合いで活用されるよう、内
容の見直しや、周知方法に工夫を図る。
さらに、多くの人に災害リスクや防災に関する情報を発信し、防災意識の啓発を行う
ための各種市民啓発資料を作成する。

防災マップ・防災ガイドブックの更新、各種市民啓発資料の作成

区別防災マップや防災ガイドブックの更新の方向性
～災害をより身近に感じ、正しく恐れ、正しく備え、正しく行動できるように～

〇住んでいるところ、働いているところ、滞在しているところなどの災害リ
スクをよりわかりやすく
〇災害発生時に、どのような行動をすればよいのかよりわかりやすく
〇区別防災マップ等の情報を家族と共有し、どのように活用するのかよ
りわかりやすく
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